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「工場の推進活動と継続活動」 
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②省エネルギー 

   老朽化設備（空調機、掻取り式熱交換器等）更新及び蒸気、水、空気漏れ箇所の補修

を推進しましたが、製造設備更新に伴う試作製造が影響し、エネルギー原単位は対前年

比約２％増加しました。炭酸ガス発生量についても、電力会社の排出係数増加の影響を

受け、同約６％増加となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③大気汚染 

   生産ラインの加熱殺菌、保温等に使用する蒸気は小型貫流ボイラー４基（都市ガス）

により発生させています。排ガス成分を定期的に測定し、環境規制値内であることを確

認しています。 

④水質汚濁 

   生産工程からの廃水は、排水処理設備で一次処理を行った後（規制値以下の水質であ

ることを確認後）、２００７年９月より加古川流域下水道に接続放流しています。 

 

（２）化学物質の排出・移動（ＰＲＴＲ法） 

   当工場のＰＲＴＲ法「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の推進

に関する法律」に該当する物質は、排水処理設備で使用している薬剤の塩化第二鉄のみ

です。なお、当該薬剤は排水処理工程内でその他薬剤と混合され、除去される事から、

塩化第二鉄として公共用水域への排出及び下水道への移動はありません。 

 

（３）グリーン購入 

   当工場のグリーン購入は、事務用品及び備品を中心に進めており、エコ製品の採用を

推進した結果、グリーン購入率は９３.２％となりました。残りの品目についても順次見

直しを進めて行きます。 

 

（４）環境会計 

   環境設備投資は、省エネルギー設備の導入や排水処理設備の老朽化更新を実行しまし

た。環境維持コストは、下水道使用量、廃棄物発生量が増加し、対前年比約３百万円の

増加となりました。又、環境保全効果に伴う経済効果は、廃棄物の削減及び有価物化推

進と省エネルギー活動の効果により約１５百万円の実績となりました。 
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安全成績 

災害発生ゼ
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。 
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ロ災活動 

工場従業員及

ゼロ災委員会
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集団活動 
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より、個々人

職場を働き易

ヤリハット活
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④教育・講習会 

   毎年６月に安全大会を開催し、協力会社を含む全従業員の安全意識向上を図ると共に、

熟年者による技能教育や外部講師によるフォークリフト安全操作講習会等、安全に関す

る様々な教育・講習会を実施し、労働災害防止に努めています。又、従業員の高齢化を

鑑み、ＡＥＤ使用を含む一般救命講習会を定期的に開催し、不測の事態に対応出来るス

キルの向上を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）衛生活動 

   健康診断の受診を積極的に進め、受診率１００％を達成しています。衛生活動として

は、従業員の健康増進を目的に各自で希望して受診できるオプション検査の充実、産業

医による健康診断フォロー面談及び健康講話を実施しています。又、従業員同士の交流

及び身体のリフレッシュを図るべく、レクリエーション等の取り組みも実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）保安防災活動 

   環境・安全推進計画に従い、総合防災訓練、自動火災報知設備点検、消火器点検、特 

別高圧受電設備点検等を実施しています。昨年に引き続き「保安力向上＝操業停止リス

クの予防処置強化」を目標に掲げ、火災発生に対する初期消火対応、異常排水発生時の

流出防止対策に重点を置き訓練しました。 
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産業医による健康講話 家族参加型のバス旅行 
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フォークリフト安全操作講習会 
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